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議会だより 京 丹 後

天女の里（峰山町鱒留）　　　　　　　　　　　　　　　　　表紙写真は、峰山町の増田正行さんにご提供いただきました。

◉お問い合わせは議会事務局へ  （TEL. 0772−69−0010）

令和 4 年 2 月発行 議会だより京丹後の表紙写真を募集いたします

12月定例会の予定
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９月定例会の内容を中心にお伝えします。

9月2日から10月7日（35日間）の会期で開催。
令和２年度一般会計・特別会計・企業会計の決
算審査、補正予算、条例や請願など 26 件の審
査を行いました。



総務費総務費
98億383498億 3834
（23.6%）（23.6%）

民生費民生費
101億 4891101億 4891
（24.4%）（24.4%）

衛生費衛生費
43億910543億 9105
（10.6%）（10.6%）

労働費労働費
3733万円3733万円
（0.1%）（0.1%）

農林水産業費農林水産業費
13億647713億 6477
（3.3%）（3.3%）

商工費商工費
19億217719億 2177
（4.6%）（4.6%）

土木費土木費
38億524438億 5244
（9.3%）（9.3%）

消防費消防費
12億679312億 6793
（3.0%）（3.0%）

教育費教育費
35億322935億 3229
（8.5%）（8.5%）

災害復旧費災害復旧費
3億55403億 5540
（0.8%）（0.8%） 公債費公債費

46億499646億 4996
（11.2%）（11.2%）

議会費議会費
2億41142億4114
（0.6%）（0.6%）

歳　出歳　出
416億133416億133
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市税市税
51億3566千円51億 3566千円
（12.1%）（12.1%）

繰入金繰入金
11億5965（2.7%）11億5965（2.7%）

繰越金繰越金
9億7674（2.3%）9億7674（2.3%）

使用料及び手数料使用料及び手数料
6億2603（1.5%）6億2603（1.5%）

寄附金寄附金
5億87795億 8779
（1.4%）（1.4%）

分担金及び負担金分担金及び負担金
1億7546（0.4%）1億7546（0.4%）

その他その他
17億210717億 2107
（4.1%）（4.1%）

府支出金府支出金
24億604724億 6047
（5.8%）（5.8%）

市債市債
36億651036億 6510
（8.6%）（8.6%）

国庫支出金国庫支出金
105億 3729105億 3729
（24.7%）（24.7%）

依存財源依存財源
77.3%77.3%

自主財源自主財源
22.7%22.7%地方交付税地方交付税

145億 4283145億 4283
（34.1%）（34.1%）

その他その他
10億1993（2.3%）10億1993（2.3%）

歳　入歳　入
426億803426億803

一般会計 決算認定
生業と事業を支える給付金・支援等
　　　　　　　　　　　　　9億 141 万円

京
丹
後
市
の
財
政
は
大
丈
夫
!?

コ
ロ
ナ
禍
で
の
財
政
状
況
を
審
査

新型コロナウイルス対策内需拡大促進支援	 5億 5206万円
休業要請協力事業者への給付金上乗	 5290万円
休業要請協力事業者への固定資産税減免	  　2670万円
事業継続支援特別給付金及び緊急対策家賃支援	   　1053万円
ふるさと旅行券（市観光公社へ補助）	   　1809万円
クーポン券発行（再掲）	 1億 1075万円 他

歳入総額 426億803万円
歳出総額 416億134万円

【 歳　出 】【 歳　入 】

◆決算審査概要

　

令
和
２
年
度
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
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ス
感
染
症
の
ま
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延
に
よ
る
影
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な
決
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で
あ
っ
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。総
合
計
画
の
見

直
し
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産
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業
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成
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育
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更
な
る
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充

を
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ほ
か
、ふ
る
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と
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充
に
よ
る
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主
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源
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保
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り
組
み
、ま
ち
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力
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り
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追
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対
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で
は
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で
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は
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念
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れ
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に
よ
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た
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財
政
全
般
と
し
て
、単
年

度
収
支
、実
質
単
年
度
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支

と
も
黒
字
、経
常
収
支
比
率
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通
交
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増
加
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出
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少
に
よ
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少
し
た
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病
院
事
業
会
計
は
、コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
る
受
診
控
え

等
で
減
収
。一
般
会
計
か
ら
約

12
億
円
を
繰
り
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れ
た
。医

師
の
確
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医
療
体
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水
道
事
業
会
計
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基
金
は
、逓
減
対
策
基
金
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崩
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で
近
年
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だ
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が
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算
入
率

は
78 ・
3
％
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例
債
や
過
疎

債
な
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有
利
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前
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1.7
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実
質
公
債
費
比
率
等
の
健

全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
高
い
水
準
で
推
移
し

て
い
る
が
、健
全
な
範
囲
内
に

あ
る
。

（単位：万円）

グラフで見る一般会計決算（令和2年度）
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7億3550万円を含む
市民生活を支える給付金等	 56 億 7379 万円

命と健康を守る感染症防止対策	 6 億 4762 万円

特別定額給付金（国）	 54億　777万円
子育て・ひとり親世帯等特別給付金	 1億 5108万円
クーポン券発行	 1億 1075万円 他

マスク配付事業	 4092万円 
GIGAスクール・教育 ICT化推進	 4億 5086万円
公共施設・学校・こども園等の感染症予防対策経費	 1億 1286万円 他

新型コロナウイルス
感　染　症　対　策

◆決算審査概要

ふるさと納税PR･地域ブランディング	 1096万円 
地域ブランド創出モデル事業	 250万円
かせぐ農林水産業の実現	 6億 4584万円
　農業施設整備、有害鳥獣対策、漁港施設機能保全 他
織物業・機械金属業の成長促進と新産業創出
	 2億 3083万円
　商工会による経営支援、新事業 ･ 新産業の創出支援、
　丹後地域地場産業振興センター運営 他
滞在型観光地づくりの推進	 4 億 679万円
　温泉施設などの観光インフラ整備及び修繕、
　観光公社の活動支援 他
スポーツ観光の推進	 5億 8249万円
　陸上競技場整備、久美浜湾カヌーセンター整備 他
自然あふれるビジネスモデル	 111万円
民民れんけい推進プロジェクト	  64 万円

切れ目のない支援、子育て応援	 4 億 8016万円
　子育て医療給付、放課後児童クラブの運営
　子育て支援センターの運営 他
真の共生社会の実現	 26 億 8732万円
　障害者福祉の推進、生活保護費支給、
　くらしとしごと寄り添い支援総合サポートセンター他
百才活力社会づくり	 3119万円
健康と福祉のまちづくり	 1億 4234万円
地域包括医療・ケア体制の充実	 25億 2293万円
　医療体制支援、高齢者への医療支援 他
生活と命を守る基盤整備	 16 億 9851万円
小規模多機能な自治の仕組みづくり	 1977万円
持続可能な地域公共交通確保	 4 億 1704万円
多様な学びの場を整備	 4 億 7957万円

かせぐ地方創生 支え合いのまちづくり

未来を取り込む教育推進	 5億 9921万円
　GIGA スクール・教育 ICT 化推進（再掲）、
　地域コーディネーター配置 他
未来人材の育成・UＩターン支援	 5414万円
　ふるさと創生職員任用、移住支援センターの運営、
　空家改修の支援 他
若者チャレンジの応援	 1996万円
　夢まち創り大学による域学連携の推進 他

次世代につなぐ美しいまちづくり	 7425万円
　４R の推進、森林環境整備、海岸漂着物への対応 他
未来につなぐ誇りあるまちづくり	 1億 667万円
　国史跡網野銚子山古墳環境整備、文化団体等活動支援、
　松本重太郎翁、野村克也氏顕彰事業 他
山陰近畿自動車道の早期完成	 8764万円
行財政の運営	  6 億 4520万円
ICT 化・デジタル化	  471万円
未利用施設の利活用等	 3億 1851万円

まちの将来を担う未来人材の育成 まちの「宝」を未来につなぐ
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主な論点と課題
・ふるさと創生職員制度の現状と課題は
・公共施設の使用料等の見直しは
・海岸漂着物の回収処理やごみ分別は

◆決算分科会審査

ふるさと創生職員の面接と業務委託内容は

海岸漂着物の回収処理やごみ分別は公共施設使用料等の見直しの考え方は

職員採用委託費での面接方法と業務内容は。問

海岸漂着物の回収ボランティアへの補助について
どうとらえているか。問使用料等の見直しについて、検討状況は。問

ふるさと創生職員制度の今後は。財源は単費か。問

プラスチックの分別対策、啓発について。問議会提案は、いつ頃の予定か。問

第 1次試験はウェブ面接、2次はワークショップ
と集団面接。業務はワークショップの企画進行、
採用後のフォローとして居住先や勤務などの相談
など、採用業務全般である。

答

最終処分場までの持ち込みをお願いしたい。活動
については感謝をしている。答

現在検討を進めている。市民公聴会、各種団体か
らの意見聴取を行いたいが、コロナの影響で開催
時期を考えている。

答

民間の経験をいかせる新たな課題の 10 の分野で
募集。職員の人件費は単費である。3年後に定住
する意思が採用条件だが、強制はできない。

答

ごみの分別パンフレットを作成した。出前講座を
行いたいがコロナで難しい。広報紙に分別につい
て特集を掲載している。

答
12 月を目指しているが、コロナの関係もあり、
公聴会や各種団体への説明など事務処理が遅れつ
つある。年度内も含めて検討をしている。

答

ゴミの分別パンフレット。ホームページ等で確認を

分科会の主な意見

●�ふるさと創生職員の採用に関しては随意契約の委託業者に任せ、試験も筆記はなく面接などで客観的で
ないように思われる。「事業者ありき」との疑念が残り、契約の在り方として適切でないと指摘する。
●ふるさと創生職員の財源は単費である。多く採用することは、他の住民サービスへの影響も懸念される。
●使用料の見直しは収入増加が目的ではない。市民の要望やコロナの厳しい状況も考慮し判断すべき。市　
　民や市民団体の声に耳を傾け、市民の十全な利活用を図る観点から行うべき。
●�ごみの分別パンフレット配布は評価する。分別意識が低くても分かりやすく分別する方法、例えばイラ
ストやマークを使って、分別を促すための工夫や提案なども必要である。

総務分科会総務分科会
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主な論点と課題
◆決算分科会審査

市民のコロナ感染予防の取り組みは

地域包括医療・ケア体制の充実は

2 年度で設備は整ったが、教職員・支援員の体制
はどうだったか。問

産婦人科の再開後、初めての通年決算だが、出産
の状況はどうであったか。問

医療包括ケアシステム推進で、医療・介護・福祉
の相談や兵庫県北部からの患者の受入れの状況に
ついて、評価と課題は。

問

機器とネットワーク整備を２年度内に無事に完了
した。教職員については、３年度に情報機器を活
用した授業支援システム、学習ドリル等の利活用
についての研修会を開き、スムーズに運用できる
ように取り組んでいる。

答

残ったマスクの今後の活用方法は。問
約１万箱を買い戻した。必要に応じ、備蓄品マス
クの活用を検討していく。答

１年間を通して体制を整え稼働でき、200 件の分
娩ができた。答

マスク購入支援事業の購入者が 50％に満たな
かったが、事前調査はどうであったのか。問
急いだ分、十分な事前調査が足りなかったかもし
れないが、迅速に対応する必要があった。答

コロナの影響により、敬老祝い事業が特例措置と
なった各区等の評価は。問
感染予防の特例措置として、今回は区に一律で補
助金を交付した。出欠に関わらず公平性が保たれ
たと評価をいただいている。

答
年々多くの相談があり、相談件数は 7,749 件、他
府県からの患者も 6,651 人を受け入れている。医
師の確保・医療体制の充実が大きな課題の一つと
とらえている。

答

小・中学校のオンライン学習の環境整備は

分科会の主な意見

●�マスク配付事業は、高齢者世帯、ひとり親世帯等に 99.2％の配布実績。購入事業では 49.6％の実績で、
１万箱の在庫となった。当時、マスクが買いにくい状況の中でスピードを重視し、一定の不安の解消に
寄与したことは評価する。一方で、議会からの附帯決議を重要視せず、マスク販売協力店への販売手数
料も発生しない中、配慮が足りなかったのではないか。
●�敬老祝い事業は、高齢者の長寿を祝い、喜寿、長寿の方に記念品を贈ることは、感謝の意を表する意味
として評価する。一方で、75歳以上の方全員に対し、地区行事に補助金 2,300 万円を出すことが、感謝
の意を表するやり方としてどうなのか。根本的な事業見直しも含め、議論が必要である。

・命と健康を守る〜感染症防止対策の充実〜
・未来を取り込む教育の推進〜教育環境の整備〜
・コロナ禍でも地域医療提供体制の充実を展開

残ったマスクの有効活用を

文教厚生分科会文教厚生分科会
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◆決算分科会審査

・コロナ禍での市内事業者への支援は
・ふるさとブランドの推進と発信は
・空き家の状況と対策は

コロナ禍での支援は

空き家等対策事業はふるさとブランド推進事業のリーチ数は

内需拡大補助金について市の認識は。問

把握している危険空き家等の状況は。問情報発信について、インスタグラムの合計リーチ
数 6 万 9,000 の評価は。問

創業支援事業が昨年度の 9 件から 16 件と利用が
増えた理由は。問

倒壊の危険のある緊急度の高い空き家の状況は。問予算に見合う適切な効果があったのか。問

緊急的な感染対策と併せ、事業の将来的な部分も
含めて支援を行った。投資や開発などに取り組ま
れ、有効な支援策だった。

答

令和元年度末、管理不全空き家は 407 軒、利活
用ができる空き家は 1123 軒、あわせて 1530 軒。
令和 2年度は、1612 軒だ。

答
事業者を選定し、学生と商品開発する事業で、実
際に開発に携わった商品を発信し、一定のリーチ
数があった。

答

コロナの影響で、改めて自分のやりたい事を考え
る時間が持てたことで、京丹後市で創業に至った
人が増えた。

答

廃屋化している空き家は 181 軒で、所有者不明
の中で略式代執行を予定している空き家が１軒あ
るという状況だ。

答
商品開発まで期間を要した。リーチ数や商品開発
の情報発信では不十分な面があった。商品ができ
た段階で、情報発信を充実させたい。

答

生活環境に危険を及ぼす空き家

分科会の主な意見

●�商工会支援事業で商工会の伴走支援、申請実務やフォローアップ、業況調査など小規模事業者に対する
相談活動など大きな役割を果たし評価できる。結果的に毎年減少傾向の会員が増加に結びついている。
●�ふるさとブランド推進事業でリーチ数、動画再生数とも効果がある数値ではない。責任をもって今年度
の事業に取り組んでいただきたい。委託先の事業者の選定についても適正であったか検証が必要だ。
　�新商品開発が 6品目で 2品目をふるさと納税サイトに掲載しているが、情報発信の不足について事業期
間が短かったとのことだが、249 万円の事業費から費用対効果について事業分析が求められる。
●�生活環境に危険を及ぼす空き家の除却は待ったなしの課題であり、より積極的な役割を果たすべきである。

主な論点と課題産業建設分科会産業建設分科会
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●
高
齢
者
福
祉
施
設
入
所
予

定
者
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
支
援

事
業
は
、
本
市
で
も
施
設
で

の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た

こ
と
を
検
証
し
た
上
で
利
用

者
の
命
を
守
り
、
ひ
い
て
は

家
族
、
職
員
の
安
全
安
心
の

担
保
を
図
る
た
め
の
事
業
と

し
て
評
価
す
る
。

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
特

別
給
付
金
支
給
事
業
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
国
の
特
別
定

額
給
付
金
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
令
和
２
年
４
月
28

日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で
に
出
生
し
た
新
生
児

２
６
４
人
全
員
に
1
人
当
た

り
10
万
円
給
付
し
た
こ
と
を

評
価
す
る
。

●
マ
ス
ク
配
付
事
業
に
つ
い

て
は
、
マ
ス
ク
購
入
の
不
安

な
時
期
で
あ
り
、
感
染
リ

ス
ク
を
抑
え
る
た
め
に
不
織

布
マ
ス
ク
の
配
付
が
必
要
で

あ
っ
た
。
何
よ
り
も
行
政
が

率
先
し
て
迅
速
に
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
対
策
の
意
識
啓
発
に

努
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
評
価
す
る
。

●
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
施
策
に
お
い
て
、
国
・

府
の
補
助
事
業
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
米
価
の
大
暴

落
を
は
じ
め
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
い
る
農
林
水
産
業
を

守
る
独
自
施
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
持
続
可
能
で
農

村
集
落
を
守
る
点
で
不
十
分

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

ボ
ー
ナ
ス
は
出
る
が
、
フ
ル

タ
イ
ム
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム

の
置
き
換
え
で
あ
り
、
雇
用

も
不
安
定
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
必
要
な
職
は

正
規
採
用
し
、
処
遇
改
善
が

求
め
ら
れ
る
。

●
産
前
産
後
休
暇
等
で
正
規

職
員
の
代
替
と
し
て
一
人
に

対
し
て
同
じ
時
間
の
臨
時
の

フ
ル
タ
イ
ム
職
員
で
は
な
く

会
計
年
度
任
用
職
員
に
置
き

換
え
ら
れ
て
い
る
状
況
は
改

善
す
る
べ
き
だ
。

●
ふ
る
さ
と
創
生
職
員
に
つ

い
て
、
必
要
な
具
体
的
業
務

は
不
安
定
な
任
期
付
き
職
員

◆決算審査意見交換・討論

一
般
会
計
決
算
審
査

  

意
見
交
換

●
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
、
若
者

世
代
へ
の
情
報
発
信
の
実
施

が
成
果
に
あ
げ
ら
れ
た
が
、

本
来
は
ど
れ
だ
け
視
聴
さ
れ
、

消
費
の
購
入
に
つ
な
が
っ
た

か
が
成
果
で
あ
る
。
ま
た
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
合
計
リ
ー
チ

数
６
万
９
千
回
、ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
動
画
再
生
７
回
と
担
当
課

も
不
十
分
な
面
が
あ
っ
た
と

の
認
識
で
あ
る
。
今
年
度
は

委
託
先
と
し
っ
か
り
共
同
し

て
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

べ
き
だ

●
自
然
あ
ふ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
で
戦
略

策
定
に
関
わ
っ
た
事
業
者
が

受
託
し
た
こ
と
に
疑
義
が
あ

る
。
委
託
の
経
過
、
経
費
約

６
８
０
０
万
円
の
妥
当
性
に

つ
い
て
調
査
が
必
要
だ
。

●
マ
ス
ク
購
入
支
援
事
業
で
、

購
入
実
績
は
49
％
と
な
り
高

額
な
マ
ス
ク
が
約
１
万
箱
の

在
庫
と
な
っ
た
。
当
時
、
市

場
に
マ
ス
ク
が
戻
り
つ
つ
あ

る
と
の
議
会
の
指
摘
を
重
視

し
て
い
れ
ば
高
額
な
経
費
負

担
と
民
業
圧
迫
が
回
避
で
き

た
。
余
っ
た
マ
ス
ク
は
有
効

期
限
が
来
年
４
月
の
も
の
が

あ
る
。
今
後
活
用
し
て
い
く

上
で
重
要
な
問
題
だ
。

●
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業

に
つ
い
て
、「
地
域
と
共
に
あ

る
学
校
」
に
向
け
て
、
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
委
託

す
る
業
務
を
整
理
し
充
実
し

た
予
算
に
す
べ
き
。

●
行
財
政
改
革
推
進
費
に
つ

い
て
、
使
用
料
等
の
見
直
し

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民

や
市
民
団
体
の
声
を
聴
き
、

財
源
確
保
の
観
点
で
な
く
、

市
民
の
十
全
な
利
活
用
を
図

る
観
点
か
ら
見
直
し
を
行
う

べ
き
だ
。

で
は
な
く
正
規
職
員
と
し
て

任
用
す
る
こ
と
が
定
住
の
促

進
に
つ
な
が
る
。
地
域
の
課

題
や
業
務
を
明
確
に
し
、
財

政
面
か
ら
も
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
事
業
を
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
採
用
を

請
け
負
っ
て
い
る
会
社
も
随

意
契
約
で
採
用
方
法
も
面
接

の
み
で
や
や
客
観
性
に
疑
問

が
残
る
。
そ
し
て
３
年
後
の

任
期
終
了
の
時
に
そ
の
職
員

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
に
も
課

題
が
あ
る
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
の
た
め
指
導
員
の
負
担

増
に
よ
り
人
員
増
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
狭
い
ク
ラ
ブ
は

密
を
避
け
る
た
め
新
た
な
施

設
の
検
討
が
必
要
だ
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

に
つ
い
て
、
業
者
へ
の
委
託

は
入
札
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
運
転
手
の
賃
金

へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。

●
京
丹
後
未
来
創
生
人
材
育

成
事
業
の
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ

交
流
セ
ン
タ
ー「
ル
ー
ツ
」は
、

高
校
生
だ
け
で
は
な
く
若
者
、

地
域
、
企
業
と
連
携
を
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で
き
た
こ

と
は
評
価
す
る
が
、
継
続
し

た
運
営
が
で
き
る
よ
う
出
口

戦
略
に
も
期
待
す
る
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

目
標
の
６
億
円
を
お
お
む
ね

達
成
し
た
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
拡
充
、
返
礼
品
の
充
実
、

業
者
と
の
連
携
体
制
強
化
な

ど
評
価
す
る
。

【
賛
成
16・反
対
３
で
認
定
】未来チャレンジ交流センター「ルーツ」
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補
正
予
算
６
号  

5
億
６
２
２
２
万
円

災害復旧や事業の早期化の予算を審査
主な事業
●災害復旧事業	 ３億１３７０万円
７～８月にかけて発生した豪雨等により被災した道路・施設の災害復旧。

●「地域協働型小規模公共事業」の一部前倒し	 ２０００万円
令和４年度に向けた地区要望などから、市道維持修繕の一部を前倒して実施。

●「（仮称）食品加工支援センター」の整備着手	 １４５０万円
旧網野栄養支援センターを活用し、生産者の新商品開発を支援。総事業費見込み約1.5 億円。

●民間の風力発電事業を「美しいふるさとづくり審議会」で審議	 ２７１万円　
現在、丹後町内、峰山・大宮町内で計画されている民間の事業について、条例に基づく審議会で審議。

●「京丹後版長寿レシピ本」の発行	 ２６０万円
●弥栄病院での「長寿・地域疫学講座」を継続支援	 ６００万円

◆補正予算

食
品
加
工
支
援
セ
ン
タ
ー

問 

維
持
管
理
経
費
は
。

答 

地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
運
営
を
委
託
す
る
。

産
品
を
持
ち
込
む
事
業
者
か

ら
加
工
賃
を
得
る
。
そ
こ
か

ら
運
営
費
を
出
す
。

問 

利
用
者
の
想
定
は
。

答 

農
水
産
物
の
生
産
者
や

そ
の
加
工
意
欲
の
あ
る
事
業

者
を
想
定
す
る
。
缶
詰
や
レ

ト
ル
ト
、
炭
酸
飲
料
な
ど
の

加
工
施
設
を
予
定
。

問 

市
民
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
の

詳
細
は
。

答 

本
市
内
40
の
食
品
製
造

業
者
が
あ
る
。
５
４
０
名
の

従
事
者
が
い
る
。
近
隣
で
も

加
工
所
が
あ
る
が
、
ニ
ー
ズ

が
多
く
パ
ン
ク
状
態
。

問 

隣
町
の
加
工
所
は
障
害
者

雇
用
と
い
う
福
祉
的
な
面
も

大
き
い
。
調
整
は
。

答 

地
場
産
セ
ン
タ
ー
と
先

方
の
調
整
は
済
ん
で
い
る
。

  

意
見
交
換

○
1.5
億
円
の
大
き
な
事
業
。

営
利
活
動
施
設
を
公
費
で
導

入
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
も

つ
。本
来
は
民
間
事
業
と
し
て

す
べ
き
も
の
。責
任
の
所
在
が

不
明
確
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

で
、
審
議
会
に
諮
問
す
る
。

問 

審
議
員
に
つ
い
て
は
。

答 

環
境
政
策
の
専
門
家
、

地
区
の
区
長
等
で
構
成
す
る
。

問 

地
元
区
長
が
選
定
さ
れ
た

背
景
は
。

答 

地
元
の
自
然
や
文
化
を

最
も
知
る
の
は
地
元
の
方
だ
。

地
元
の
方
の
意
見
も
し
っ
か

り
と
吸
い
上
げ
て
も
ら
い
審

議
し
て
い
た
だ
く
。

問 

視
察
の
予
定
地
と
そ
の
選

定
理
由
は
。

答 

三
重
県
津
市
は
、
既
に
稼

働
し
て
い
る
地
域
。

福
井
県
敦
賀
市
は
、
現
在
配

慮
書
の
手
続
き
を
し
て
い
る

地
域
。

兵
庫
県
新
温
泉
町
は
、
町
長・

議
会
が
反
対
を
表
明
し
て
い

る
地
域
。

  

意
見
交
換

○
環
境
影
響
評
価
を
待
つ
こ

と
な
く
、審
議
会
を
も
つ
こ
と

を
評
価
す
る
。

○
美
し
い
自
然
環
境
を
次
代

に
継
承
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
た
い
。

特
別
会
計
化
す
る
な
ど
、明

確
に
す
べ
き
。

○
事
業
に
採
算
性
が
あ
れ

ば
、民
間
で
融
資
が
受
け
ら

れ
る
は
ず
だ
。そ
う
で
な
い
な

ら
、持
続
性
が
低
い
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。し
か
し
、魅

力
あ
る
産
品
の
活
用
に
は
期

待
し
た
い
。

○
少
数
の
事
業
者
の
独
占
的

利
用
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
す
べ
き
。

○
隣
町
に
は
、福
祉
事
業
者
が

同
様
の
事
業
を
障
害
者
雇
用

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。連
絡

を
と
っ
て
い
る
と
い
う
答
弁

だ
が
、障
害
者
の
働
く
場
所
を

奪
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
べ

き
。

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

審
議
会

問 

審
議
会
の
目
的
は
。

答 

大
規
模
風
力
発
電
開
発

事
業
に
関
す
る
配
慮
書
に
対

し
て
、
京
都
府
か
ら
意
見
照

会
が
あ
る
が
、
そ
の
期
間
が

タ
イ
ト
。
審
議
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
早
く
か
ら
動
き
た

い
。問 

審
議
会
の
答
申
が
市
の

意
見
に
な
る
の
か
。

答 

あ
く
ま
で
市
が
主
体
者

  

賛
成
討
論

○
食
品
加
工
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
。通
年
で
売
り
上
げ

る
た
め
に
は
、加
工
品
の
充
実

と
E
C
サ
イ
ト
の
展
開
が
重

要
。だ
が
、小
規
模
事
業
者
が

多
い
本
市
に
お
い
て
は
、自
社

で
そ
の
莫
大
な
設
備
投
資
を

す
る
の
は
難
し
い
。そ
こ
で
、

市
が
加
工
設
備
を
導
入
し
、民

間
事
業
者
に
活
用
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
の
支
援
策
は
期

待
で
き
る
。

○
今
後
も
頻
繁
に
発
生
す
る

だ
ろ
う
災
害
対
応
に
、迅
速
な

復
旧
工
事
は
必
要
。ま
た
、地

区
要
望
に
応
え
る
予
算
を
前

倒
し
し
た
こ
と
は
、市
民
の
声

に
応
え
る
予
算
だ

【
全
員
賛
成
で
可
決
】大規模な風車のイメージ
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補
正
予
算
７
号  

２
億
２
６
３
万
円

コロナ感染症対策関連等の予算を審査
主な事業
●がんばる事業所応援給付金	 １億　８００万円
緊急事態措置などにより売り上げが減少している事業者に、使途制限のない給付金を交付し事業の継続を支援。

●事業所等PCR検査等費用補助金	 ５８０万円
●京都府認証制度取得支援補助金	 ４５０万円
●地域交通運航維持給付金	 ４４０万円
貸し切りバス、タクシー事業者に対し、車両の維持管理経費を支援。

●こんにちは赤ちゃん応援給付金	 ２９００万円
令和3年4月1日から令和4年3月31日の間に誕生し、京丹後市に住民登録をした赤ちゃんの保護者に
対する支援。赤ちゃん一人につき10万円給付。

●学校・こども園・放課後等児童クラブの感染対策	 １１８０万円
●その他緊急対応	 ２３６万円
市内大型店舗２階で営業している「クリエイトショップくりくり」を同店舗内１階に移転する経費など。

問 

地
域
の
生
産
力
の
好
循

環
に
向
け
て
、
制
度
周
知
は

ど
う
す
る
か
。

答 

商
工
会
や
税
理
士
に
周

知
し
、
個
別
相
談
す
る
場
を

設
け
て
い
く
。

  

意
見
交
換

○
積
極
的
な
設
備
投
資
を
促

す
も
の
で
評
価
す
る
。申
請
期

間
の
変
更
も
あ
り
、周
知
を
徹

底
す
る
よ
う
に
。

  

賛
成
討
論

○
対
象
業
種
に
情
報
サ
ー
ビ

ス
も
追
加
し
た
。ま
た
金
額
の

要
件
も
拡
大
し
た
。本
市
の
固

定
資
産
税
収
は
９
０
０
万
円

減
る
が
、そ
の
75
％
は
国
か
ら

補
填
さ
れ
る
。多
い
に
活
用
す

べ
き
。【

全
員
賛
成
で
可
決
】

デ
ジ
タ
ル
庁
の
管
轄
に
な

る
た
め
、文
言
を
改
め
る
。

問 

個
人
情
報
に
関
す
る
規

制
が
緩
和
さ
れ
る
の
か
。

答 

今
回
の
改
正
は
規
制
が

緩
く
な
る
も
の
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
、
本
人
の
同
意
に

基
づ
く
。

  

反
対
討
論

○
国
の
法
改
正
を
受
け
て
の

も
の
だ
が
、市
民
に
不
安
が
あ

る
。今
回
の
改
正
は
個
人
情
報

保
護
に
逆
行
す
る
も
の
と
考

え
る
。

【
賛
成
16：反
対
４
で
可
決
】

◆補正予算・条例

が
ん
ば
る
事
業
所
応
援

問 

米
価
下
落
対
策
と
し
て
の

も
の
か
。

答 

米
価
下
落
対
策
の
検
討

は
し
た
が
、
米
だ
け
に
限
ら

な
い
対
策
を
創
設
し
た
。

  

意
見
交
換

○
米
価
下
落
は
危
機
的
状
況

だ
と
受
け
止
め
る
べ
き
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
応

援
給
付
金

問 

事
業
化
の
背
景
は
。

答 

コ
ロ
ナ
禍
の
出
産
・
育
児

は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
。

市
民
の
要
望
を
受
け
、
家
庭

に
お
け
る
心
理
的
負
担
や
感

染
対
策
経
費
の
負
担
軽
減
を

目
指
す
。

問 

単
年
度
の
予
定
か
。

答 

コ
ロ
ナ
に
よ
る
も
の
で
単

年
度
の
予
定
だ
。
状
況
に
合

わ
せ
た
支
援
を
す
る
。
今
後

は
子
育
て
支
援
と
い
う
見
方

も
検
討
し
た
い
。

  

意
見
交
換

○
赤
ち
ゃ
ん
給
付
金
は
出
産

支
援
と
し
て
は
今
後
も
継
続

す
べ
き
。コ
ロ
ナ
に
よ
る
心
理

負
担
対
策
で
あ
れ
ば
、施
設

改
良
や
体
制
拡
充
な
ど
が
今

後
も
必
要
。

○
赤
ち
ゃ
ん
給
付
金
は
今
後

も
求
め
ら
れ
る
。状
況
の
線
引

き
を
明
確
に
す
べ
き
。

放
課
後
等
児
童
ク
ラ
ブ
の

感
染
対
策

問 

夏
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
空

調
整
備
事
業
に
な
る
が
時
期

は
適
切
か
。

答 

今
夏
は
密
を
避
け
る
た

め
に
複
数
の
部
屋
が
必
要
に

な
っ
た
が
、
空
調
化
が
で
き

て
い
な
い
。
国
や
府
の
財
政

支
援
を
活
用
し
整
備
す
る
。

  

意
見
交
換

○
児
童
ク
ラ
ブ
の
空
調
化
は

市
の
単
費
で
あ
っ
て
も
春
に

空
調
化
す
べ
き
だ
っ
た
。

ク
リ
エ
イ
ト
シ
ョ
ッ
プ

「
く
り
く
り
」
の
移
転

問 

運
営
へ
の
影
響
は
。

答 

人
目
が
多
い
所
に
移
る
。

店
舗
面
積
は
狭
く
な
る
が
活

用
に
期
待
。

  
賛
成
討
論

○
国
か
ら
の
追
加
交
付
を
受

け
た
も
の
。市
内
の
事
業
者
支

援
を
評
価
す
る
。く
り
く
り
の

移
転
は
、障
害
者
の
就
労
意

欲
や
売
り
上
げ
の
向
上
に
つ

な
が
る
。【全

員
賛
成
で
可
決
】

コロナ禍での出産・育児を応援

条
例
改
正
に
関
す
る
議
論

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提

供
に
関
す
る
個
人
情

報
保
護
条
例
条
例
等

の
改
正

過
疎
地
域
に
お
け
る

京
丹
後
市
税
条
例
の

特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
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9月定例会　一般質問
一般質問は、令和3年9月14日、15日、16日の日程で行い、
15人の議員が質問し、市長等に答弁を求めました。

掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。 また、  ケーブルテレビ
１１チャンネルでの放送や京丹後市ホームページで配信していますのでご覧ください。

https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/

パソコンやスマートフォンで議会の
中継・録画が視聴できます。＞＞＞

市 政 を 問う

京丹後市議会

問 

少
子
化
に
よ
っ
て
部

活
数
が
減
っ
て
い
る
。
し

か
し
本
市
の
中
学
は
部
活

動
全
員
加
入
制
を
と
る
。

そ
の
た
め
希
望
す
る
種
目

に
打
ち
込
め
な
い
生
徒
も

多
い
。
ま
た
文
科
省
は
令

和
５
年
度
の
部
活
の
地
域

移
行
を
通
知
し
た
。
本
市

に
お
け
る
部
活
の
状
況
や

地
域
移
行
に
む
け
た
本
市

の
現
状
は
。

教
育
長 

部
活
動
の
状
況
と

し
て
、
教
員
が
部
活
指
導

に
費
や
す
時
間
は
把
握
し

て
い
な
い
。
だ
が
部
活
動

指
導
指
針
で
週
11
時
間
の

規
定
を
全
学
校
に
通
知
し

て
い
る
。

地
域
移
行
に
関
し
て
は
、

京
都
府
内
の
市
町
の
実
践

研
究
を
参
考
に
す
る
。　

問 

部
活
動
の
地
域
移
行

は
経
産
省
も
提
言
を
出
す

な
ど
、
学
校
だ
け
で
な
く

市
全
体
の
課
題
。「
指
導
者

の
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
た
推
進
室
の
創

設
は
ど
う
か
。

市
長 

子
ど
も
を
中
心
に

し
た
指
導
者
が
集
ま
る
ま

ち
づ
く
り
は
魅
力
的
。
教

育
委
員
会
の
指
揮
の
も
と

市
長
部
局
も
支
援
す
る
。

教
育
長 

指
導
者
の
人
材
確

保
が
重
要
。
関
係
機
関
と

連
携
し
、
検
討
す
る
。

問 

令
和
元
年
も
「
今
後
の

部
活
動
に
つ
い
て
検
討
す

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
今

も
検
討
だ
。
モ
デ
ル
事
業

を
少
し
で
も
早
く
展
開
す

べ
き
で
は
。

教
育
長 

現
行
の
部
活
動
指

導
員
に
よ
る
体
制
の
検
証

も
踏
ま
え
て
早
急
に
検
討

す
る
。
カ
ヌ
ー
・
レ
ス
リ

ン
グ
・
新
体
操
は
地
域
ク

ラ
ブ
と
し
て
小
学
生
か
ら

中
高
生
が
共
に
活
動
し
て

い
る
実
績
が
あ
り
、
地
域

移
行
の
具
体
的
な
候
補
と

し
て
考
え
た
い
。
さ
ら
に
、

丹
後
吹
奏
楽
団
で
も
協
力

い
た
だ
け
そ
う
だ
と
聞
い

て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
は
異

年
齢
で
共
に
活
動
す
る
良

さ
が
あ
る
。
中
学
校
長
会　

や
地
域
団
体
と
連
携
し
て
、

特
定
の
学
校
・
地
域
・
種

目
か
ら
試
行
す
る
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
具
体
的
な

活
動
を
検
討
で
き
る
。

学
校
部
活
動
で
は
「
地
域
移
行
」

が
求
め
ら
れ
る
が

令
和
５
年
度
に
向
け
、
急
ピ
ッ

チ
で
検
討
が
必
要

一般質問

新  政  会

鳴 海 公 軌部活と地域のコラボを生かしてモデル事業を

教
育
長

◆一般質問
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問 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

を
遂
行
す
る
に
は
、
観
客

席
の
あ
る
市
民
体
育
館
が

必
要
で
あ
る
。
予
算
な
ど

を
考
え
、
今
あ
る
４
カ
所

の
社
会
体
育
館
の
１
つ
で
、

一
番
新
し
い
大
宮
社
会
体

育
館
を
改
修
す
る
こ
と
で
、

本
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

市
民
体
育
館
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

教
育
長 

現
状
で
の
改
修

と
な
る
と
床
面
積
が
狭
く

な
る
な
ど
無
理
が
出
て
く

る
。
そ
れ
よ
り
も
今
使
用

し
て
い
る
多
く
の
社
会
体

育
施
設
の
維
持
管
理
、
改

修
の
方
が
優
先
で
あ
る
。　

問 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

中
心
に
、
市
民
の
健
康
や

体
力
づ
く
り
の
た
め
に
行

な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
参
加
人
数
が
少
な
い

現
状
を
問
題
視
し
て
い
る

が
、
対
策
は
。

教
育
長 

現
状
は
把
握
し

て
い
る
。
今
後
は
市
の
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
周
知
を
し
、
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工

夫
を
し
て
い
く
。

問 
ジ
ュ
ニ
ア
な
ど
の
競
技

力
向
上
に
む
け
、
プ
ロ
選

手
な
ど
に
よ
る
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
、
京

都
府
の
「
京
の
ス
ポ
ー
ツ

夢
バ
ン
ク
」
事
業
を
京
丹

後
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

は
平
成
25
年
か
ら
活
用
し

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
他
の
競
技
に
お
い
て

も
推
進
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
長 

プ
ロ
選
手
等
か
ら

直
接
指
導
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ

と
な
の
で
、
今
後
の
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
以
前

か
ら
開
催
を
し
て
い
る
事

業
は
よ
り
充
実
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
、
新
た
に

滞
在
型
が
期
待
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
合
宿

の
誘
致
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。　

教
育
長 

新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
カ

ヌ
ー
セ
ン
タ
ー
や
は
ご
ろ

も
陸
上
競
技
場
を
活
用
し

た
大
会
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
合
宿
に
お
い
て
は
一

昨
年
度
、
14
団
体
の
高
校

や
大
学
な
ど
が
本
市
に
来

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

新
た
な
（
仮
称
）
市
民
体
育
館

の
建
設
計
画
が
あ
る
の
か

重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
あ

る
が
計
画
は
し
て
い
な
い

一般質問
教
育
長

新  政  会

多賀野一彦
現在の大宮社会体育館

問 

家
庭
で
の
畳
５
畳
以
上
、

軽
ト
ラ
１
台
以
上
の
解
体
く

ず
を
処
分
場
へ
自
己
搬
入
す

る
場
合
は
本
人
に
よ
る
搬
入

が
原
則
だ
が
、
高
齢
な
ど
で

搬
入
が
難
し
い
場
合
の
対
応

は
。

市
長 

親
族
や
地
域
の
サ

ポ
ー
タ
ー
は
代
理
で
搬
入

可
能
だ
が
、
改
め
て
課
題

を
確
認
し
て
整
理
す
る
。　

問 

地
区
の
ゴ
ミ
籠
に
地
区

外
の
方
が
通
勤
途
中
に
ゴ

ミ
を
入
れ
る
問
題
を
市
は

把
握
し
て
い
る
か
。

市
長 

年
に
数
件
あ
る
。

問 

市
の
対
策
は
。

市
長 

地
区
外
の
方
が
ゴ

ミ
籠
を
利
用
す
る
の
は
問

題
だ
。
不
適
切
行
為
だ
と

い
う
告
知
や
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
移
動
な
ど
区
と

共
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

区
に
未
加
入
の
方
は
最

寄
り
の
ゴ
ミ
籠
を
利
用
で

き
ず
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
と
聞

く
。
市
の
対
応
は
。

市
長 

相
談
が
あ
れ
ば
未

加
入
者
と
地
元
区
の
間
に

入
り
調
整
し
て
い
る
。

市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ

い
て

問 

人
材
育
成
基
本
方
針

の
目
指
す
べ
き
職
員
像

「
住
民
満
足
拡
大
型
職
員
」

に
つ
い
て
、
市
職
員
の
認

知
や
理
解
状
況
は
。

市
長 

職
員
へ
の
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
定
期

研
修
し
て
い
る
。

問 

専
門
職
の
道
な
ど
複
線

型
人
事
の
検
討
は
。

市
長 

先
進
自
治
体
を
参

考
に
、
職
員
の
意
見
も
聞

い
て
検
討
す
る
。

問 

本
市
に
お
け
る
人
事
評

価
制
度
の
課
題
は
。

市
長 

負
担
感
や
意
識
向

上
が
課
題
。
先
進
自
治
体

を
参
考
に
改
善
が
必
要
。

問 

組
織
の
状
況
を
把
握
す

る
た
め
、
部
下
が
上
司
を

評
価
す
る
３
６
０
度
評
価

の
導
入
検
討
は
。

市
長 

風
通
し
の
良
い
職

場
づ
く
り
や
組
織
の
活
性

化
に
は
大
切
。
検
討
す
る
。

問 

人
事
評
価
や
人
材
育

成
に
対
す
る
市
職
員
へ
の

意
識
調
査
を
行
い
、
見
直

し
が
必
要
で
は
。

市
長 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
職
員
か
ら
問
題
意

識
を
聞
き
、
可
能
な
と
こ

ろ
か
ら
反
映
し
て
い
く
。

不
法
投
棄
ゴ
ミ
へ
の
対
策
は

看
板
や
防
止
網
の
設
置
、
監
視

な
ど
、
周
知
啓
発
に
取
り
組
む

一般質問

市
長

新  政  会

冨 田 恵 輔地区にあるゴミ籠利用はルールを守って

◆一般質問
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問 

財
務
諸
表
か
ら
本
市

の
財
政
状
況
の
分
析
は
。

市
長 

類
似
団
体
や
他
団

体
と
の
比
較
が
容
易
に
で

き
る
。
本
市
と
他
団
体
と

の
比
較
は
、
住
民
一
人
当

た
り
の
行
政
コ
ス
ト
は
、

平
均
値
よ
り
も
高
い
。
要

因
は
、
社
会
保
障
関
係
経

費
や
特
別
会
計
の
繰
り
出

し
金
、
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
が
多
く
、
維
持
管
理

費
に
多
額
の
経
費
が
掛

か
っ
て
い
る
。
単
純
な
比

較
の
み
で
財
政
を
分
析
す

る
こ
と
は
な
じ
ま
な
い
こ

と
か
ら
、
健
全
化
判
断
比

率
な
ど
、
様
々
な
観
点
か

ら
総
合
的
に
財
務
を
み
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
財
務

諸
表
の
活
用
方
法
は
研
究

し
て
い
き
た
い
。　

問 

総
合
計
画
の
実
施
計

画
を
実
現
さ
せ
る
に
は
十

分
な
予
算
が
必
要
と
な
る

が
、
本
市
の
財
政
状
況
で
、

す
べ
て
の
計
画
が
実
現
可

能
な
の
か
。

市
長 

令
和
６
年
度
ま
で

の
期
間
で
あ
り
、
残
り
３

年
と
な
っ
て
い
る
。
達
成

で
き
る
か
は
、
財
源
の
問

題
も
あ
り
、
乗
り
越
え
る

課
題
は
多
く
あ
る
。
短
期

的
、
長
期
的
な
取
り
組
み

も
あ
る
中
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
自
主
財
源
の
確

保
や
、
産
業
振
興
で
雇
用

確
保
・
創
出
な
ど
地
域
経

済
の
好
循
環
を
も
た
ら

し
、
結
果
、
市
税
収
入
の

増
収
に
し
て
い
く
事
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
財
政

規
律
と
事
業
の
積
極
的
な

時
期
を
得
た
展
開
を
両
立

し
て
い
く
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
課
題
で
も
あ

る
。

問 

地
区
要
望
の
件
数
と

採
択
状
況
、
地
区
要
望
に

対
す
る
課
題
意
識
は
。

市
長 

令
和
３
年
の
要

望
件
数
は
、
２
４
３
７

件
。
建
設
部
１
７
２
４
件

（
71
％
）
次
い
で
、
農
林

水
産
部
２
７
３
件
（
11
％
）

で
あ
る
。
採
択
状
況
は
多

岐
に
わ
た
る
中
、
主
に
道

路
修
繕
関
係
が
１
１
１
６

件
で
あ
る
。
そ
の
内
、
市

民
局
実
施
の
小
規
模
公
共

事
業
の
採
択
は
、
３
６
８

件
（
33
％
）
で
あ
る
。
道

路
修
繕
や
身
近
な
要
望
に

応
え
る
事
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

◆一般質問

問 

大
雨
や
台
風
に
よ
る

避
難
情
報
発
令
時
の
市
の

対
応
に
つ
い
て
、
避
難
所

の
運
営
等
、
地
域
と
の
連

携
の
考
え
は
。

市
長 

市
職
員
に
よ
り
対

応
す
る
。
し
か
し
、
大
規

模
な
災
害
や
長
期
の
避
難

と
な
る
場
合
、
地
域
や
自

主
防
災
組
織
、
避
難
者
の

方
に
、
協
力
を
求
め
る
こ

と
も
考
え
る
。　

問 

避
難
行
動
要
支
援
者

の
名
簿
作
成
に
つ
い
て
、

情
報
提
供
が
で
き
な
い

方
が
令
和
２
年
度
末
で

１
２
２
人
と
の
こ
と
、
そ

の
後
の
対
応
は
。

市
長 

民
生
委
員
や
区
長

の
協
力
を
得
て
、
毎
年
度

調
査
と
勧
奨
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
年
度
は
、
現

時
点
で
10
名
の
方
の
同
意

を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
情
報
提
供
の
意
思

表
示
を
さ
れ
て
い
な
い
方

へ
の
対
応
と
し
て
、
条
例

改
正
を
考
え
る
。

問 

裏
山
を
背
負
い
不
安

を
持
つ
世
帯
や
過
去
に
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
た
世
帯

の
対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、

鳥
取
県
で
行
っ
て
い
る
出

前
裏
山
診
断
事
業
に
取
り

組
め
な
い
か
。

市
長 

京
都
府
に
お
い
て

も
、
年
２
回
２
カ
所
程
、

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル

の
方
法
な
ど
、
関
係
者
等

と
調
整
し
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

問 

気
象
情
報
に
基
づ
く

避
難
関
連
の
情
報
を
受
け

て
の
、
地
域
の
避
難
行
動

の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

市
長 

地
域
で
避
難
行
動

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
防
災

減
災
に
つ
な
げ
て
い
く
。

今
年
度
の
目
標
と
し
て
、

２
０
０
地
区
の
内
、
70
地

区
で
の
作
成
を
目
指
す
。

問 

防
災
意
識
の
向
上
に

つ
い
て
は
、
重
要
な
地
域

課
題
と
し
て
捉
え
、
地
域

に
出
向
き
取
り
組
む
べ
き

重
要
な
課
題
で
は
。

市
長 

地
域
防
災
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
生
活

の
中
で
確
保
す
べ
き
安

全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り

の
大
切
な
要
で
あ
る
。

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

職
員
が
減
る
中
で
の
防
災
体
制

は
大
丈
夫
か

職
員
動
員
計
画
で
、
交
代
も
含

め
対
応
し
て
い
る

一般質問

市
長

新  政  会

川 戸 一 生裏山の土砂災害

貸
借
対
照
表
を
含
む
財
務
諸
表

で
財
務
分
析
が
可
能
か

資
産
状
況
や
資
産
と
負
債
の
比

率
の
行
政
コ
ス
ト
等
分
析
可
能

一般質問

市
長

新  政  会

櫻 井 祐 策
地区要望の実現こそ住みがいにつながる
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◆一般質問

問 

磯
砂
山
系
で
は
１

基
当
り
工
事
面
積
は

４
０
０
０
㎡
で
基
礎
は
直

径
約
20
ｍ
で
深
さ
５
ｍ
、

地
質
に
よ
り
直
径
数
ｍ
、

深
さ
数
十
ｍ
の
杭
が
必

要
。
ま
た
一
枚
の
羽
根
の

長
さ
は
約
60
ｍ
、
タ
ワ
ー

の
高
さ
約
１
１
０
ｍ
、
基

礎
か
ら
の
最
高
長
は
約

１
７
０
ｍ
。
京
都
タ
ワ
ー

は
展
望
台
高
さ
１
０
０

ｍ
、
最
高
長
１
３
１
ｍ
。

太
鼓
山
発
電
所
は
タ
ワ
ー

の
高
さ
50
ｍ
で
３
基
だ
っ

た
。
14
基
の
基
礎
を
造
る

た
め
５
万
６
０
０
０
㎡
で

伐
採
さ
れ
る
樹
木
の
総
体

積
と
本
数
は
い
く
ら
と
試

算
さ
れ
る
か
。

市
長 

平
面
積
で
は
９
０
０

㎡
、
斜
面
で
は
１
０
０
０

㎡
、
本
数
は
㎡
当
り
一
本

と
し
て
５
万
６
０
０
０
本

を
伐
採
す
る
こ
と
に
な
る
。

問 

丹
後
町
域
は
地
す
べ

り
地
形
が
多
く
、
本
市
全

面
積
の
半
分
は
花
こ
う
岩

質
だ
。
地
質
や
地
形
に
問

題
は
な
い
の
か
。

市
長 
環
境
省
デ
ー
タ
で

は
、
磯
砂
山
系
は
小
起
伏

山
地
で
深
成
岩
、
丹
後
町

域
は
小
起
伏
、
ま
た
は
中

起
伏
山
地
で
火
山
性
岩
石

や
深
成
岩
か
ら
な
る
。

問 

事
業
者
の
開
発
行
為

は
本
市
開
発
等
に
関
す
る

条
例
や
森
林
整
備
計
画
、

林
道
管
理
規
則
、
府
の
林

地
開
発
行
為
の
手
続
き
に

関
す
る
条
例
や
豊
か
な
緑

を
守
る
条
例
等
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
「
陸
域
の
緑
も
守
ろ

う
」
の
観
点
か
ら
み
て
ど

う
か
。
ま
た
、
磯
砂
山
は

日
本
最
古
の
羽
衣
天
女
伝

説
の
地
で
あ
る
。
こ
の
巨

大
風
力
発
電
事
業
計
画
を

ど
う
考
え
る
か
。

市
長 

磯
砂
山
に
限
ら
ず

歴
史
文
化
の
情
報
発
信
は

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。
あ
く

ま
で
も
自
由
経
済
を
基
本

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ

の
環
境
影
響
や
効
用
に
目

配
せ
し
、
森
林
法
等
関
係

法
令
、
諸
制
度
、
条
例
体

系
の
な
か
、
住
民
起
点
で

真
摯
に
向
き
合
い
、
適
切

に
判
断
し
た
い
。
ま
た
、

ま
ち
の
公
益
に
プ
ラ
ス
か

マ
イ
ナ
ス
か
な
ど
、
審
議

会
の
真
摯
な
議
論
を
注
視

し
た
い
。

磯
砂
山
系
に
巨
大
風
力
発
電
事

業
は
適
合
す
る
か

ま
ち
の
公
益
と
照
ら
し
合
わ
せ

慎
重
に
検
討
す
る

一般質問

市
長

新  政  会

水 野 孝 典羽衣天女伝説の磯砂山頂

問 

丹
後
町
の
風
力
発
電

所
計
画
、
市
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
き
た
か
。

市
長 

事
業
者
の
地
元
説

明
会
に
立
ち
合
い
、
地
元

の
要
請
で
市
長
と
の
懇
談

の
場
を
持
っ
た
。
審
議
会

を
開
き
今
後
も
地
元
に
寄

り
添
っ
て
や
っ
て
い
く
。　

問 

風
力
発
電
事
業
は
20

年
限
定
、
20
年
後
に
は
削

ら
れ
た
山
が
残
る
。
こ
の

よ
う
な
事
業
を
持
続
可
能

と
い
え
る
の
か
。

市
長 

持
続
可
能
か
ど
う

か
は
一
概
に
言
え
な
い

が
、
風
力
発
電
は
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
寄
与
し
う

る
。

学
校
再
配
置
問
題

問 
宇
川
小
学
校
を
巡
る
説

明
会
で
の
保
護
者
・
住
民

か
ら
の
声
は
統
合
反
対
が

圧
倒
的
だ
。
市
長
の
考
え

は
。

市
長 

説
明
会
で
さ
ま
ざ

ま
な
声
を
聞
い
た
。
そ
の

声
を
計
画
に
ど
う
反
映
さ

せ
る
か
検
討
を
重
ね
て
い

る
。

問 

地
域
、
地
域
に
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
が
あ
る
。
今
後

も
合
意
を
得
て
や
る
こ
と

に
間
違
い
は
な
い
か
。

市
長 

そ
う
い
う
思
い
は

変
わ
ら
な
い
。

合
併
特
例
債

問 

本
市
の
合
併
特
例
債

の
活
用
限
度
額
と
現
在
の

活
用
額
は
。

市
長 

活
用
可
能
額
は
約

３
９
４
億
円
、
現
在
の
活

用
額
は
約
２
５
４
億
円
、

残
は
約
１
３
９
億
円
。

問 

今
後
の
事
業
と
し
て

ゴ
ミ
最
終
処
分
場
な
ど

50
億
円
以
上
が
予
定
さ

れ
、
そ
の
上
に
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
事
業
が
乗
る
。

こ
れ
ら
を
皆
や
っ
て
、
将

来
の
財
政
は
大
丈
夫
か
。

市
長 

心
配
の
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

米
軍
基
地
問
題

問 

最
近
自
衛
隊
基
地
で

や
ら
れ
た
日
米
共
同
訓
練

で
、
民
間
人
が
何
人
も
撃

た
れ
そ
れ
を
武
装
兵
士
が

救
護
す
る
よ
う
な
内
容
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
周
辺
住

民
へ
の
攻
撃
を
想
定
し
た

も
の
か
。

市
長 

そ
の
訓
練
は
承
知

し
て
い
な
い
。
調
べ
た
い
。

風
力
発
電
20
年
限
定
、「
持
続
可

能
」
か一

概
に
言
え
な
い

一般質問

市
長

創　　明

永 井 友 昭
建設予定地の依遅ケ尾山系
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◆一般質問

問 

人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
は
増
田
レ
ポ
ー
ト
が
指

摘
す
る
以
上
の
ス
ピ
ー
ド

で
進
み
つ
つ
あ
る
。
こ
の

ま
ま
進
め
ば
町
の
活
気
は

薄
れ
、
市
民
の
失
望
、
人

口
流
出
が
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
を
起
こ
し
早
晩
消
滅
都

市
に
な
り
か
ね
な
い
。
市

長
の
問
題
意
識
は
。

市
長 

強
い
危
機
感
を

持
っ
て
真
剣
に
受
け
止
め

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。　

問 

出
産
適
齢
期
の
若
い

女
性
の
要
望
も
含
め
た
地

区
要
望
の
早
期
解
決
こ
そ

京
丹
後
市
に
住
み
続
け
た

い
、
帰
り
た
い
、
子
供
を

産
み
育
て
た
い
気
運
の
醸

成
に
つ
な
が
り
人
口
減
少

の
最
大
の
対
策
と
考
え
る

が
市
長
の
考
え
は
。

市
長 

安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
た
め
に
は
家
庭
の

み
な
ら
ず
周
り
の
方
々
と

の
つ
な
が
り
も
重
要
だ
。

子
育
て
を
支
援
す
る
意
味

に
お
い
て
も
環
境
を
整
え

る
地
区
要
望
の
実
現
は
大

変
に
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

問 
京
丹
後
市
が
存
続
す

る
に
足
る
人
口
減
少
の
流

れ
を
変
え
る
方
策
に
は
い

か
ほ
ど
の
財
政
負
担
を
要

す
る
か
積
極
的
に
試
行
す

る
考
え
は
な
い
か
。
人
口

減
少
の
流
れ
を
止
め
ら
れ

る
見
通
し
が
財
政
的
に
も

で
き
て
か
ら
庁
舎
等
の

建
設
も
検
討
す
べ
き
だ
。

市
長 

庁
舎
、
ご
み
最
終
処

分
場
等
の
建
設
を
組
み
込

ん
だ
財
政
の
中
長
期
的
な

展
望
の
中
で
、
毎
年
の
計

画
を
立
て
決
し
て
財
政
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な

い
よ
う
な
運
営
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問 

久
美
浜
湾
は
全
域
が

国
立
公
園
で
あ
り
大
き
な

財
産
が
手
つ
か
ず
で
眠
っ

て
い
る
。
桜
の
周
遊
道
路

が
で
き
な
い
か
。
か
ぶ
と

山
か
ら
見
る
桜
は
久
美
浜

湾
の
首
飾
り
と
な
り
観
光

の
目
玉
と
な
る
。
山
陰
近

畿
自
動
車
道
の
完
成
に
間

に
合
わ
せ
る
価
値
が
あ
る

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長 

桜
は
発
信
力
も
あ

り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
力

も
あ
る
。
市
民
局
と
協
働

し
進
め
た
い
。

現
状
で
は
京
丹
後
市
は
消
滅
し

か
ね
な
い

危
機
感
を
も
っ
て
人
口
減
少
に

真
剣
に
取
り
組
む

一般質問

市
長

創　　明

浜岡大二郎満開の桜

問 

緊
急
事
態
措
置
が
繰

り
返
さ
れ
る
中
で
、
居
酒

屋
等
の
灯
を
消
さ
な
い
た

め
に
、
休
業
や
自
粛
に
対

し
て
、
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
事
業
継
続
の
支
援
策

を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
米
買
い

取
り
単
価
が
５
２
８
０
円

と
大
幅
に
下
落
し
て
お
り

稲
作
農
家
へ
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長 

臨
時
交
付
金
の
交

付
が
あ
り
事
業
者
支
援
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
補
正

予
算
を
検
討
す
る
。

　

米
価
下
落
対
策
は
近
隣

市
町
の
状
況
、
情
報
な
ど

収
集
し
参
考
に
し
て
検
討

し
た
い
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
中
止
を

問 

イ
ン
ボ
イ
ス
で
免
税

事
業
者
は
取
引
か
ら
除
外

さ
れ
る
。
課
税
業
者
の
登

録
を
す
る
と
新
た
な
消
費

税
負
担
が
重
く
経
営
を
圧

迫
す
る
。

　

市
内
の
中
小
零
細
業
者

か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
は
百

害
あ
っ
て
一
利
な
し
」「
税

制
度
で
商
売
つ
ぶ
す
な
」

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

市
内
の
零
細
業
者
を
守
る

た
め
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の

中
止
の
声
を
上
げ
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長 

小
規
模
事
業
者
の

経
営
は
非
常
に
厳
し
い
危

機
的
な
状
況
が
続
い
て
お

り
、
今
は
非
常
時
で
あ
る
。

日
本
商
工
会
議
所
の
意
見

書
で
は
導
入
の
延
期
を
求

め
て
い
る
。
日
本
を
代
表

す
る
全
国
商
工
会
連
合
会

で
は
税
制
改
正
要
望
で
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
凍
結
を

求
め
る
活
動
の
強
化
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
て
他
の
自

治
体
と
も
意
思
統
一
を
図

り
な
が
ら
市
長
会
な
ど
を

通
じ
て
要
望
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。

シ
ロ
サ
ギ
の
生
活
被
害
対

策
の
強
化
を

問 

人
家
近
く
に
営
巣
す

る
シ
ロ
サ
ギ
被
害
に
対
し

平
穏
な
暮
ら
し
を
取
り
戻

す
具
体
対
策
は
ど
う
か
。

市
長 

竹
を
た
た
い
て
の

追
い
払
い
な
ど
の
例
を
参

考
に
地
元
と
情
報
の
共
有

を
し
な
が
ら
追
い
払
い
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
事
業
継

続
へ
支
援
を

事
業
者
支
援
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
検
討
す
る

一般質問

市
長

日本共産党

田 中 邦 生収穫の秋が喜べる農政へ転換を
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◆一般質問

問 

鳥
獣
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
こ
れ
ま
で
３
戸
未

満
で
は
対
象
に
な
ら
な

か
っ
た
防
護
柵
補
助
が
市

の
単
独
事
業
で
条
件
に
合

え
ば
「
一
人
で
も
設
置
で

き
る
」
よ
う
に
な
り
市
民

の
期
待
も
大
き
い
が
、
制

度
が
わ
か
り
に
く
く
使
い

に
く
い
。
ま
た
事
業
所
へ

の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の

マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
の
購

入
補
助
金
も
知
ら
な
い
市

民
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
一

例
だ
が
制
度
の
周
知
や
方

法
を
工
夫
し
、
制
度
の
中

身
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く

使
い
や
す
い
も
の
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
。

市
長 

使
っ
て
い
た
だ
け

な
い
と
意
味
が
な
い
。
よ

り
使
い
や
す
い
も
の
に
な

る
よ
う
事
業
の
目
的
を
大

切
に
活
か
し
て
い
く
。　

学
校
再
配
置
に
つ
い
て

問 

再
配
置
の
是
非
は
、
期

限
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く

時
間
を
か
け
議
論
を
し
、

最
後
は
住
民
が
決
め
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
。

教
育
長
再
配
置
の
計
画
が

作
成
さ
れ
た
の
ち
、
改
め

て
保
護
者
、
地
域
の
方
と

の
話
し
合
い
を
重
ね
、
地

域
住
民
の
理
解
が
深
ま
れ

ば
学
校
作
り
準
備
協
議
会

を
立
ち
上
げ
る
。
こ
れ
が

適
正
配
置
の
事
実
上
の
決

定
と
な
る
。

問 

子
ど
も
の
人
数
だ
け

を
基
準
に
再
配
置
の
対
象

に
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

人
口
減
少
を
正
面
か
ら
と

ら
え
「
小
規
模
の
強
み
を

活
か
し
た
学
校
も
有
り
だ
」

と
い
う
発
想
の
転
換
は
で

き
な
い
か
。

教
育
長
教
育
環
境
を
よ
り

よ
く
す
る
再
配
置
の
方
針

に
変
わ
り
は
な
い
。

問 

議
会
で
議
決
し
て
も
住

民
に
十
分
理
解
し
て
も
ら

え
な
け
れ
ば
無
理
に
統
廃

合
し
な
い
と
説
明
さ
れ
る

が
住
民
の
合
意
形
成
抜
き

の
議
案
提
出
は
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
25
条
に
反
し
、

「
議
決
し
て
も
」
の
部
分
は

議
会
軽
視
に
つ
な
が
る
矛

盾
を
含
む
が
。

教
育
長
「
話
し
合
い
が
深

ま
っ
た
ら
時
期
や
方
法
を

決
定
す
る
」
旨
の
文
言
を

入
れ
た
計
画
を
議
決
す
る

の
で
矛
盾
し
な
い
。

市
民
の
た
め
の
制
度
を
よ
り
使

い
や
す
く
す
べ
き

使
っ
て
い
た
だ
け
な
い
と
意
味

が
な
い

一般質問

市
長

日本共産党

橋本まり子周知不足、家庭菜園にも防護柵補助が可能

問 

私
が
６
月
議
会
で
求

め
た
風
力
発
電
建
設
に
関

す
る
審
議
会
に
つ
い
て
、

臨
時
委
員
を
予
算
化
し

た
。
今
後
審
査
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
の
か
。

市
長 

生
物
多
様
性
、防
災
、

環
境
の
問
題
等
を
ど
う
配

慮
す
る
か
と
い
う
こ
と
が

審
議
さ
れ
る
。
市
と
し
て

も
、
調
査
を
踏
ま
え
て
必

要
な
意
見
を
言
う
。　

問 

住
民
か
ら
の
要
望
で

「
市
と
し
て
住
民
の
立
場

か
ら
、
事
業
者
の
計
画
案

に
対
し
調
停
・
調
整
に
関

与
す
る
こ
と
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
対
応
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
か
。

市
長 

地
元
か
ら
は
、
配
慮

書
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
市
・

事
業
者
・
地
元
と
の
協
議

の
場
を
持
つ
。
市
と
し
て

も
寄
り
添
う
べ
き
と
考
え

る
。

問 

風
力
発
電
建
設
で
、
山

を
切
り
開
く
こ
と
に
よ
る

環
境
破
壊
、
宇
川
の
鮎
の

保
護
や
土
砂
災
害
な
ど
住

民
の
安
心
安
全
を
ど
う
守

っ
て
い
く
の
か
。

市
長 

事
業
者
が
科
学
的

に
調
査
さ
れ
た
デ
ー
タ

に
、
審
議
会
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
、
住
民
の
思
い

や
懸
念
も
さ
ら
に
聞
き
、

手
続
き
を
重
ね
て
い
く
。

問 

環
境
省
の
い
う
「
ゾ
ー

ニ
ン
グ
」
の
設
定
を
前
倒

し
で
実
施
す
る
必
要
は
な

い
の
か
。

市
長 

ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、

来
年
度
、
国
の
補
助
事
業

に
手
を
上
げ
て
や
っ
て
行

く
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
な
け

れ
ば
開
発
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

今
回
の
２
件
の
案
件
は

国
の
デ
ー
タ
な
ど
を
使
っ

て
、
事
業
者
が
計
画
を
立

て
る
。

避
難
所
の
環
境
整
備
を

問 

避
難
所
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
の

体
育
館
に
は
、
洋
式
ト
イ

レ
は
少
な
く
高
齢
者
に
は

利
用
し
に
く
い
。
空
調
設

備
な
ど
の
整
備
も
急
が
れ

る
が
。

市
長 

洋
式
は
現
在
８
カ

所
。
今
後
計
画
的
に
進
め

る
。
空
調
設
備
の
有
効
性

は
分
か
る
が
、
財
政
的
に

き
び
し
い
。

風
力
発
電
へ
の
不
安
の
声
を
ど

う
受
け
止
め
る
か

住
民
の
思
い
・
懸
念
を
し
っ
か

り
聞
く

一般質問

市
長

日本共産党

平林智江美天然鮎が遡上する宇川
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◆一般質問

問 

国
保
税
の
資
産
割
は
市

内
の
固
定
資
産
が
対
象
で

市
外
の
固
定
資
産
、
金
融

資
産
、
擬
制
世
帯
の
固
定

資
産
は
対
象
外
な
ど
不
公

平
な
算
定
方
式
だ
と
考
え

る
。
全
国
的
に
資
産
割
が

廃
止
さ
れ
る
中
、
市
で
も

検
討
が
必
要
で
は
。

市
長 

ご
指
摘
の
点
は
十

分
理
解
で
き
る
。
廃
止
に

よ
っ
て
負
担
が
増
え
る
世

帯
に
考
慮
す
る
必
要
も
あ

る
。
激
変
緩
和
も
含
め
な

が
ら
問
題
意
識
を
も
っ
て

検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
環
境
に
つ
い
て　

問 

子
ど
も
の
定
期
予
防
接

種
が
多
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
や
予
約
が
大
変
だ
と

聞
く
。
管
理
か
ら
予
約
も

で
き
る
電
子
母
子
手
帳
の

検
討
が
で
き
な
い
か
。

市
長 

現
在
は
ア
プ
リ
や

市
の
子
育
て
ラ
イ
ン
も
あ

り
、
国
や
府
の
動
き
を
注

視
し
な
が
ら
将
来
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問 
こ
ど
も
園
、
保
育
所
の

年
一
度
の
募
集
に
は
出
生

し
て
い
な
い
と
申
し
込
み

が
で
き
な
い
。
希
望
す
る

園
の
待
機
児
童
解
消
に
向

け
、
妊
娠
の
段
階
で
申
し

込
み
可
能
と
で
き
な
い
か
。

市
長 

令
和
４
年
度
の
募

集
か
ら
条
件
を
満
た
せ
ば

未
出
生
で
あ
っ
て
も
仮
申

し
込
み
可
能
と
す
る
。

問 

公
立
の
こ
ど
も
園
、
保

育
所
で
は
子
ど
も
の
使
用

済
み
オ
ム
ツ
は
持
ち
帰
り

と
な
っ
て
い
る
。
衛
生
面
、

保
護
者
や
職
員
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
園
や
所
で
処

理
で
き
な
い
か
。

市
長 

保
護
者
、
職
員
の

声
も
聞
い
て
い
る
。
保
管

場
所
な
ど
検
討
が
必
要
だ

が
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の

で
前
向
き
に
検
討
す
る
。

プ
ラ
ご
み
減
量
に
つ
い
て

問 

硬
質
プ
ラ
ご
み
の
昨
年

度
の
処
理
費
用
は
。

市
長 

た
ま
っ
て
い
た
処

理
も
あ
り
９
７
９
万
円
。

問 

排
出
抑
制
が
一
番
重

要
。
市
の
補
助
イ
ベ
ン
ト

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を

使
わ
な
い
取
り
組
み
が
で

き
な
い
か

市
長 

参
考
に
な
る
意
見

だ
。
協
力
を
求
め
て
い
き

意
識
啓
発
も
行
い
た
い
。

国
保
税
の
資
産
割
に
つ
い
て
廃

止
の
検
討
は

問
題
意
識
を
も
っ
て
検
討
し
て

い
く

一般質問

市
長

丹  政  会

東 田 真 希峰山最終処分場のプラスチックの山

問 

水
難
事
故
が
発
生
し
た

現
状
を
鑑
み
る
と
、
現
在

の
施
策
で
は
十
分
な
安
全

対
策
を
講
じ
る
事
が
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長 

こ
れ
で
十
分
と
い

う
こ
と
は
な
い
一
面
も
あ

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
よ

り
安
心
安
全
に
配
慮
し
た

海
水
浴
場
の
運
営
に
向
け

て
、
他
自
治
体
の
海
水
浴

場
と
比
べ
て
も
手
厚
い
と

理
解
し
て
い
る
。
９
月
中

に
開
設
者
会
議
を
開
催
し

て
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返

り
、
水
難
事
故
ゼ
ロ
に
向

け
て
意
見
交
換
を
す
る
。

河
川
管
理
に
つ
い
て　

問 
河
川
の
草
刈
り
は
防
災

の
観
点
な
ど
か
ら
も
重
要

だ
。
地
区
に
よ
っ
て
は
人

口
減
少
が
進
み
受
託
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、
維
持
管
理
へ

の
影
響
は
ど
う
か
。

市
長 

現
在
の
と
こ
ろ
は

維
持
管
理
に
影
響
を
与
え

て
い
る
状
況
で
は
な
い

が
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
、
年
々
難
し
く
な
っ
て

い
る
地
区
の
現
状
は
認
識

し
て
い
る
。
改
善
の
た
め

除
草
単
価
の
見
直
し
な
ど

京
都
府
と
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問 

甲
山
区
村
前
川
の
修
繕

計
画
は
ど
う
か
。

市
長 

河
川
の
維
持
管
理

上
、
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
現
地
の
状
況
を
判

断
し
、
必
要
な
箇
所
か
ら

実
施
す
る
計
画
だ
。

避
難
所
に
つ
い
て

問 

避
難
所
開
設
に
お
け
る

職
員
体
制
は
ど
う
か
。

市
長 

さ
ま
ざ
ま
な
災
害

に
対
し
て
６
段
階
の
職
員

体
制
を
定
め
て
い
る
。
防

災
に
お
い
て
、
抜
か
り
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

問 

文
科
省
通
達
に
あ
る
児

童
、
生
徒
へ
の
不
織
布
マ

ス
ク
の
推
奨
は
家
計
へ
の

負
担
が
大
き
い
。
市
の
施

策
と
し
て
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長 

備
蓄
マ
ス
ク
を
活

用
し
、
子
ど
も
１
人
あ
た

り
１
箱
50
枚
入
り
の
不
織

布
マ
ス
ク
を
配
布
す
る
こ

と
と
し
た
。

水
難
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
海

水
浴
場
へ
の
支
援
が
必
要
で
は

備
品
の
増
強
や
、
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
の
必
要
性
を
議
論
し
た
い

一般質問

市
長

丹  政  会

和 田　 晋海水浴場における安全対策の強化が必要
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◆一般質問

問 

今
の
京
丹
後
市
の
課

題
に
つ
い
て
市
長
の
認
識

を
問
う
。

市
長 

当
面
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

く
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
や
家
庭
内
に
大
き
な

影
響
が
で
て
い
る
経
済
、

市
民
生
活
を
し
っ
か
り
調

査
し
、
短
、
中
期
的
に
手

を
打
っ
て
い
く
事
が
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。　

問 

令
和
２
年
度
の
決
算

に
お
い
て
の
コ
ロ
ナ
対
策

は
評
価
す
る
が
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
、
家
庭
に
手
が
届
い

て
い
る
の
か
、
リ
サ
ー
チ

は
で
き
て
い
る
の
か
。

市
長 

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ

い
て
は
全
国
共
通
の
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
京
丹
後
市

の
課
題
に
つ
い
て
は
現
場

の
声
を
聞
き
、
国
、
府
と

連
携
し
な
が
ら
、
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問 

こ
の
非
常
事
態
の
中

で
、
財
政
規
律
も
必
要
だ

が
、
収
入
の
部
分
を
し
っ

か
り
確
保
し
な
が
ら
総
合

計
画
等
の
達
成
指
標
は
目

標
に
せ
ず
、
財
政
の
出
動

が
必
要
と
思
う
が
。

市
長 

未
曾
有
の
非
常
事

態
の
中
で
今
こ
そ
手
当
す

べ
き
と
思
う
。
入
り
の
部

分
を
し
っ
か
り
手
当
し
対

応
し
て
い
き
た
い
。
思
い

は
同
じ
で
あ
る
。

問 

予
算
の
入
り
の
部
分

が
限
ら
れ
て
く
る
な
ら
ば

市
民
生
活
に
直
接
影
響
し

な
い
事
業
に
つ
い
て
は
来

年
度
に
限
り
見
直
し
、
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
、
経
済
、

生
活
弱
者
対
策
に
手
当
て

す
る
考
え
は
。

市
長 

い
ず
れ
に
し
て
も

普
段
か
ら
見
直
し
に
心
が

け
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予

算
に
心
が
け
た
い
。

問 

非
正
規
社
員
の
給
与

が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
カ
ッ

ト
さ
れ
、企
業
の
業
績
悪

化
で
従
業
員
の
給
与
が
下

が
っ
て
い
る
実
態
が
あ

る
。全
て
の
市
民
に
目
配

せ
し
た
対
策
が
必
要
と
思

う
が
。

市
長 

今
、
そ
の
対
策
が
基

礎
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
し
っ
か
り
目
配
せ

し
、
い
つ
終
息
す
る
か
わ

か
ら
な
い
コ
ロ
ナ
に
し
っ

か
り
対
応
し
た
い
。

今
の
京
丹
後
市
の
課
題
は

当
面
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
認
識
し

て
い
る

一般質問

市
長

丹  政  会

池 田 惠 一いまこそ財政出動を

問 

市
内
の
商
店
街
に
お

い
て
は
、
人
口
減
少
、
大

型
店
舗
の
進
出
、
消
費
行

動
の
変
化
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
商
店
街

の
振
興
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

市
長 

商
業
セ
ン
サ
ス
の

結
果
な
ど
を
深
刻
に
受
け

止
め
て
い
る
。
地
域
密
着

型
の
売
り
出
し
支
援
、
広

報
強
化
等
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ま
た
、
府
の
支
援

も
充
実
し
、
伴
走
支
援
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。　

問 

昨
年
９
月
議
会
で
補

正
さ
れ
た
地
域
経
済
循
環

促
進
事
業
の
「
ポ
イ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
共
有
事
業
」、「

デ
ジ
タ
ル
通
貨
検
討
事
業

」
に
つ
い
て
は
、
商
店
街

活
性
化
に
必
要
な
事
業
と

期
待
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
進
ん
で
い
な
い
。
今
後

の
見
込
み
は
。

市
長 

買
物
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
一
元
化
を
検
討
し
て

き
た
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

づ
く
り
が
課
題
で
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
も
含
め
て
進

め
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

問 

温
暖
化
防
止
を
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
に
市

役
所
が
事
業
体
と
し
て
運

営
す
る
す
べ
て
の
消
費
電

力
を
２
０
５
０
年
ま
で
に

再
エ
ネ
化
す
る
「
再
エ
ネ

１
０
０
宣
言
」
等
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

旗
振
り
役
と
し
て
の
効
果

も
あ
り
、
温
暖
化
防
止
実

行
計
画
と
の
整
合
性
も
考

え
検
討
し
て
い
く
。

問 

峰
山
庁
舎
増
築
棟
に

つ
い
て
は
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ビ
ル
）
と
し
て
設
計
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長 

４
段
階
の
取
り
組

み
が
あ
る
。
重
要
な
こ
と

で
あ
り
基
本
計
画
策
定
の

中
で
議
論
し
て
い
く
。

問 

地
域
新
電
力
は
、
自

治
体
が
設
立
等
に
関
与
し

て
、
再
生
可
能
な
電
気
供

給
を
行
う
会
社
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
域
循
環
は
有
益

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長 

ぜ
ひ
前
向
き
に
丁

寧
に
検
討
し
て
い
く
。

合
併
以
来
、
商
店
街
の
振
興
に

つ
い
て
の
認
識
は

社
会
活
動
と
一
体
的
な
支
援
の

方
向
を
考
え
て
い
く

一般質問

市
長

無  会  派

松 本 聖 司
商店街の大売りだしの抽選会場
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　《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除》金田琮仁議員は議長職のため表決権はありません。

議案に対する各議員の賛否一覧表

賛否の分かれた案件を記載しています。

◇◆◇　賛否一覧　◇◆◇

◇◆◇　意見書　◇◆◇

◇◆◇　請願　◇◆◇

会　派　名 議
案
の
可
否

新政会 丹政会 日本 
共産党 創明

無
会
派

 
 水

野
　
孝
典

川
戸
　
一
生

櫻
井
　
祐
策

多
賀
野
一
彦

冨
田
　
恵
輔

鳴
海
　
公
軌

和
田
　
正
幸

池
田
　
惠
一

谷
津
　
伸
幸

中
野
　
勝
友

東
田
　
真
希

平
井
　
邦
生

和
田
　
　
晋

田
中
　
邦
生

平
林
智
江
美

橋
本
ま
り
子

浜
岡
大
二
郎

永
井
　
友
昭

松
本
　
聖
司

令和 2 年度京丹後市一般会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
令和 2 年度京丹後市後期高齢者医療事業特別会計
決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

令和 2 年度個人情報保護条例及び京丹後市行政手
続きにおける特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部改正につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

大規模風力発電施設の建設計画案を住民の立場か
ら主体的に審査されることを求める請願書

趣旨
採択 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × ○

案　件

議　員　名

請願名 請願者 結果
大規模風力発電施設の建設計画案を
住民の立場から主体的に審査される
ことを求める請願書

　　丹後労働組合総連合
　　　　　議長　藤原　利昭
　　　　　事務局長　尾崎　敏

趣旨採択

京丹後市議会は下記の意見書を全員賛成で採択し、国へ提出いたしました。
　　　　　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウィルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年度においても、引き続き、
巨額の財源不足が避けられない極めて厳しい状況に直面している。
　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策など喫緊の課題に迫
られているほか、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する
財政需要に見合う財源が求められる。
　その財源確保のため、地方税制の充実が強く望まれる。
　よって、国においては、令和 4 年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。

記
１令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針 2021」において、令和３年度　　
　地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化などに伴い社会保障関　　
　係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、ほかの地方歳出にしわ寄せすることなどないよう、十分な総額を確保する
　こと。
２固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家屋・償却資産を含め、断じて
　行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウィルス感染症緊急経済対策として講じた措置は、本来国庫補助
　金などにより国の責任において対応すべきものである。よって、現行の特例措置は今回限りとし、期限の到来をもって
　確実に終了すること。
３令和３年度税制改正により土地に係る固定資産税の講じられた課税標準額を令和２年度と同額とする負担調整措置につ　
　いては、令和３年度限りの措置とすること。
４令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、更なる延長は
　断じて行わないこと。
５炭素に係る税の創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に財源配分すること。

◆請願・賛否一覧・意見書
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◆市民と議会の懇談会

（令和 3 年 8 月 25 日開催分）

市民市民とと議会議会のの懇談会懇談会

・5 月臨時会・6 月定例会の概要報告
・市政に対する提言、議会活動などについて意見交換

コロナ禍のため、三密を避けるなど、感染対策を実施しながら開催しました。
懇談会で出された意見や要望については、必要に応じて所管事務調査を実施するなどの対応を行います。

久
美
浜
会
場

○
地
域
医
療
の
要
と
な
る
弥

栄
病
院
と
久
美
浜
病
院
の
充

実
が
必
要
だ
。
久
美
浜
病
院

の
老
朽
化
に
伴
う
新
築
整
備

を
お
願
い
し
た
い
。

○
有
害
鳥
獣
の
補
助
金
、
保

護
柵
の
件
に
つ
い
て
補
助
制

度
の
変
更
が
あ
れ
ば
速
や
か

に
区
や
団
体
に
知
ら
せ
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
補
助
金
も
使

い
や
す
い
よ
う
に
改
善
を
求

め
る
。

○
地
域
で
は
高
齢
化
が
進
み

農
業
振
興
も
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
担
い
手
が
い
な
い
。

地
域
ご
と
の
取
り
組
み
で
な

く
、
久
美
浜
町
全
体
で
取
り

組
ん
で
維
持
し
て
い
く
体
制

が
必
要
だ
。
道
の
駅
が
人
気

の
地
域
も
あ
る
、
道
の
駅
構

想
も
一
つ
の
案
だ
。

○
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

久
美
浜
地
区
は
８
地
域
あ

り
、地
域
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
持
続
的
な
地
域
に
根
ざ

し
た
取
り
組
み
が
大
切
だ
。

議
会
や
行
政
の
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

○
市
民
局
の
強
化
に
つ
い
て

合
併
時
、
市
民
局
は
か
な
り

の
権
限
を
持
っ
て
い
た
が
、

決
定
権
や
市
民
局
で
使
え
る

予
算
は
少
な
く
な
っ
た
。
人

員
配
置
も
減
っ
て
い
る
。
正

職
員
よ
り
も
臨
時
職
員
が
多

く
、
災
害
な
ど
発
生
し
た
時

に
対
応
で
き
る
の
か
不
安
だ
。

弥
栄
会
場

○
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

の
課
題
へ
の
対
策
で
、
働
く

場
所
や
企
業
誘
致
が
必
要
で

は
な
い
か
。

○
地
元
区
民
も
知
ら
ぬ
間
に

住
宅
が
建
つ
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
後
、
廃
村
と
な
っ
た
地

域
財
産
を
離
村
し
た
人
で
分

け
て
い
る
と
聞
い
た
、
不
安

で
あ
る
。

○
外
村
バ
イ
パ
ス
は
、
先
月

用
地
の
立
ち
合
い
を
し
た
、

引
き
続
き
行
政
や
議
会
と
し

て
力
添
え
を
お
願
い
し
た

い
。

○
大
河
ド
ラ
マ
の
関
係
で
観

光
客
に
来
て
い
た
だ
い
た

が
、ゴ
ミ
問
題
も
発
生
し
た
。

観
光
客
で
は
な
い
人
の
ゴ
ミ

投
棄
も
多
く
、
行
政
か
ら
ゴ

ミ
投
棄
へ
の
指
導
を
要
望
し

た
い
。
そ
れ
と
、
堀
越
の
府

道
沿
い
の
川
に
は
、
不
法
投

棄
が
多
い
、
最
近
は
道
沿
い

に
も
缶
な
ど
が
捨
て
て
あ
る

た
め
、
対
策
を
お
願
い
し
た

い
。

○
有
害
鳥
獣
被
害
は
熊
、猪
、

猿
、
鹿
な
ど
の
作
物
被
害
で

困
っ
て
い
る
。
柵
で
動
物
が

と
れ
て
も
処
分
す
る
方
法
が

な
い
。
農
林
水
産
部
に
相
談

し
て
も
返
答
が
な
く
、
市
と

し
て
処
分
の
働
き
か
け
を
お

願
い
し
た
い
。

○
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
設
置

は
平
成
27
年
ま
で
全
額
貰
っ

て
い
た
が
、
申
請
数
に
よ
っ

て
は
１
割
負
担
が
あ
る
と
言

わ
れ
た
。
地
元
負
担
は
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
負
担
無
し
に

し
て
ほ
し
い
。

丹
後
会
場

○
間
人
区
の
海
岸
ゴ
ミ
の
撤

去
に
つ
い
て
、
高
齢
化
に
伴

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は

難
し
く
、
業
者
に
も
お
願
い

が
し
た
い
。

○
空
き
家
が
多
く
発
生
し
て

い
る
。
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
、
修
繕
も
し
て
も
ら
え
ず

危
険
な
状
態
で
放
置
さ
れ
て

い
る
、何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

○
宇
川
小
学
校
の
再
配
置
に

つ
い
て
は
、
市
長
と
も
懇
談

し
地
元
と
協
議
を
し
、
合
意

を
得
る
と
の
答
弁
も
い
た
だ

い
た
。
し
っ
か
り
審
議
を
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
保
護
者

の
思
い
や
気
持
ち
、
そ
し
て

考
え
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
。
議
会
に
お
い
て
も
、
そ

の
延
長
線
上
に
お
い
て
議
論

を
お
願
い
し
た
い
。

○
風
力
発
電
の
関
係
で
６
月

５
日
に
説
明
会
が
あ
っ
た
。

宇
川
地
域
の
山
間
部
に
15
基

設
置
の
計
画
と
聞
い
た
。
風

車
の
大
き
さ
か
ら
自
然
破
壊

や
土
石
流
も
下
流
に
住
ん
で

い
る
の
で
心
配
で
あ
り
、
議

会
と
し
て
も
議
論
し
て
ほ
し

い
。
市
長
か
ら
審
議
会
を
立

ち
上
げ
る
と
の
考
え
を
聞
い

て
い
る
。

○
防
災
に
つ
い
て
、
地
震
と

洪
水
が
同
時
に
発
生
し
た
ら

自
治
組
織
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
ら
い
い
の
か

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

災
害
時
対
応
な
ど
の
知
恵
を

頂
き
た
い
。　

（久美浜会場）

（弥栄会場）

（丹後会場）

主な内容

懇談テーマ「地域課題について」

ご 意 見 と ご 要 望
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市民市民のの市民市民のの

声

◎
広
報
編
集
委
員
会

委

員
〃〃

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃

池
田
　
惠
一

東
田
　
真
希

谷
津
　
伸
幸

浜
岡
大
二
郎

田
中
　
邦
生

鳴
海
　
公
軌

多
賀
野
一
彦

和
田
　
正
幸

あ

が

と

き

◆市民の声、あとがき

　

第
四
次
の
緊
急
事
態
宣
言
が
十
月
一
日
に
解
除
さ

れ
、
徐
々
に
正
常
な
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
る
の
を
有

り
難
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
九
月
定
例
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め

本
市
発
足
以
来
最
大
の
規
模
に
な
っ
た
令
和
２
年
度

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
な
ど
の
決
算
審

査
・
認
定
を
行
い
、
更
に
補
正
予
算
や
条
例
、
陳
情

な
ど
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
発
な
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
冬
の
季
節
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
第
６
波

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

も
三
密
に
加
え
換
気
に
十
分
に
留
意
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
え
ん
と

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

口
大
野
区
「
に
こ
に
こ

サ
ロ
ン
」
は
、平
成
十
七

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。毎
月
２
回
開
催
で
、子

ど
も
と
お
母
さ
ん
達
が
気

軽
に
集
ま
り
、育
児
の
不

安
や
悩
み
、楽
し
さ
を
共

有
し
ホ
ッ
と
で
き
る
場
に

な
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い

ま
す
。運
営
は
、福
祉
委

員
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
総
勢

約 

20
名
が
「
担
い
手
」
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
十
三
年
か

ら
開
催
し
て
い
る
高
齢
者

対
象
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」(

毎
月
１
回)

も
一

緒
に
運
営
し
て
お
り
、地

域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
や

お
母
さ
ん
達
と
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
か
ら
広
が
る
人

の
つ
な
が
り

　
サ
ロ
ン
参
加
者
か
ら

は
、お
母
さ
ん
同
士
が
知

り
合
い
に
な
れ
る
と
い
う

感
想
は
も
ち
ろ
ん
、近
所

の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
た
、地
域
の
人
に
自
分

の
子
ど
も
を
知
っ
て
も

ら
え
て
安
心
で
き
る
、と

い
う
意
見
を
頂
き
ま
す
。

　　

最
近
、お
母
さ
ん
達
の

出
身
地
は
、京
阪
神
は
も

と
よ
り
、遠
く
全
国
に
及

び
ま
す
。知
り
合
い
も
い

な
い
知
ら
な
い
土
地
で
、ま

し
て
や
気
候
や
方
言
も
違

う
所
で
の
生
活
は
、何
と

も
い
え
な
い
寂
し
さ
が
あ

り
ま
す
。サ
ロ
ン
を
通
じ
て

お
母
さ
ん
同
士
が
交
流
を

深
め
、地
域
の
人
と
も
少

し
ず
つ
つ
な
が
り
が
で
き
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
担
い
手
」
の
力
の
広

が
り

　

先
日
、サ
ロ
ン
に
参
加

し
て
い
た
お
母
さ
ん
が

「
育
児
休
暇
が
明
け
、久

し
ぶ
り
の
仕
事
復
帰
で

緊
張
し
て
の
出
勤
時
、担

い
手
さ
ん
が
、こ
ち
ら
を

見
つ
け
て
手
を
振
っ
て
く

れ
る
。私
自
身
が
と
て
も

元
気
づ
け
ら
れ
る
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

担
い
手
自
身
も
、サ
ロ

ン
参
加
者
か
ら
元
気
を

も
ら
う
と
と
も
に
、地
域

で
小
さ
な
子
ど
も
を
連

れ
た
お
母
さ
ん
を
見
か
け

る
と
、自
然
と
声
を
か
け

た
く
な
り
ま
す
。実
際
に

担
い
手
の
誘
い
で
サ
ロ
ン

に
参
加
さ
れ
る
方
も
多

く
、気
軽
に
声
を
か
け
合

う
こ
と
で
、新
し
い
出
会

い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で

　

緊
急
事
態
宣
言
の
た
び

に
、サ
ロ
ン
は
休
止
。地
域

の
行
事
も
な
く
な
る
中
、

漠
然
と
し
た
不
安
が
地
域

を
覆
っ
て
い
ま
す
。そ
ん

な
中
、サ
ロ
ン
を
再
開
す

る
と
、人
と
出
会
う
こ
と

の
嬉
し
さ
を
つ
く
づ
く
感

じ
ま
す
。こ
う
い
う
時
こ

そ
、不
安
を
語
り
合
う
場

が
必
要
で
、で
き
る
こ
と

を
エ
夫
し
な
が
ら
、地
域

で
声
を
か
け
合
っ
て
乗
り

越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

口
大
野
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン

　
　
（
子
育
て
サ
ロ
ン
）　

大
宮
町  

家
原
裕
子

サ
ロ
ン
か
ら
広
が
る
地
域
の

つ
な
が
り
を
め
ざ
し
て


